
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
方
法
の
名
称
等
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

認
定
番
号

特
別
評
価
方
法
認
定

を
し
た
方
法
の
名
称

性
能
表
示
事
項
特
別
評
価
方
法

認
定
の
申
請
者

申
請
者
の
住
所

認
定

年
月
日

1
1
5
8
時
刻
歴
応
答
解
析
方
法
を
用

い
て
検
証
す
る
「（
仮
称
）

ウ
ィ
ス
テ
ィ
リ
ア
伝
馬
町
」

の
構
造
方
法
に
応
じ
て
評
価

す
る
方
法

１
`
４
耐
風

等
級
（
構
造
躯

体
の
倒
壊
等
防

止
及
び
損
傷
防

止
）

フ
ジ
都
市
開
発

株
式
会
社

静
岡
県
静
岡
市
駿
河

区
国
吉
田
一
丁
目
７

番
3
7号

平
成
2
4年

５
月
2
9日

特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
方
法
の
名
称
等
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

認
定
番
号

特
別
評
価
方
法
認
定

を
し
た
方
法
の
名
称

性
能
表
示
事
項
特
別
評
価
方
法

認
定
の
申
請
者

申
請
者
の
住
所

認
定

年
月
日

1
1
5
4
水
セ
メ
ン
ト
比
と
最
小
か
ぶ

り
厚
さ
の
特
別
な
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
る

構
造
方
法
に
応
じ
て
評
価
す

る
方
法

３
`
１
劣
化

対
策
等
級
（
構

造
躯
体
等
）

大
洋
ヨ
ー
コ
ン

建
設
株
式
会
社
愛
知
県
名
古
屋
市
中

川
区
西
日
置
町
十
丁

目
2
2
5番
地

平
成
2
4年

６
月
１
日

平成™›年�月˜›日 木曜日 第œŸ™˜号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
三
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
と

と
も
に
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地

に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施

行
す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第

三
百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

荒
川
内
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十
九

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
九
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

宮
崎
県
都
城
市
御
池
町

五
三
九
二
番
五
七

一
号

五
三
九
二
番
三
四

二
号
か
ら
四
号
ま
で

霧
島
国
有
林

二
二
九
林
班

い
小
班

五
号
か
ら
二
十
二
号
ま
で

五
三
九
二
番
一
八
四

二
十
三
号
か
ら
二
十
五
号
ま
で

五
三
九
二
番
三
七

二
十
六
号
か
ら
三
十
七
号
ま
で

五
三
九
二
番
五
五

三
十
八
号
及
び
三
十
九
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
四
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
と

と
も
に
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地

に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施

行
す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第

三
百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

荒
川
内
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
十
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
十
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
平
成
八
年
建
設
省

告
示
第
千
三
百
三
十
号
で
指
定
し
た
同
号
十
二
に
掲
げ

る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

宮
崎
県
都
城
市
御
池
町

五
三
四
八
番
一
四
五

一
号
及
び
二
号

五
三
四
八
番
九
八

三
号

五
三
四
八
番
一
四
三

四
号
及
び
五
号

五
三
四
八
番
一
四
四

六
号
か
ら
八
号
ま
で

五
三
四
八
番
二
一
一

九
号

五
三
四
八
番
二
四
四

十
号
か
ら
十
四
号
ま
で

五
三
四
八
番
二
一
〇

十
五
号
か
ら
十
九
号
ま
で

五
三
四
八
番
四
〇
五

二
十
号
か
ら
二
十
七
号
ま
で

霧
島
国
有
林

二
三
一
林
班

イ
小
班

二
十
八
号

ろ
小
班

二
十
九
号
か
ら
三
十
四
号
ま
で

に
小
班

三
十
五
号
か
ら
四
十
一
号
ま
で

二
三
〇
林
班

と
小
班

四
十
二
号
か
ら
四
十
八
号
及
び

五
十
一
号
か
ら
五
十
四
号
ま
で

ほ
小
班

四
十
九
号
及
び
五
十
号

へ
小
班

五
十
五
号
か
ら
五
十
八
号
及
び

六
十
二
号
か
ら
六
十
八
号
ま
で

に
小
班

五
十
九
号
か
ら
六
十
一
号
ま
で

二
二
九
林
班

る
小
班

六
十
九
号
か
ら
七
十
一
号
ま
で

五
三
九
二
番
一
二
四

七
十
二
号

五
三
九
二
番
二

七
十
三
号
か
ら
七
十
九
号
ま
で

五
三
九
二
番
八
七

八
十
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
五
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
六
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

通
信
に
使
用
す
る
用
語
の
項
を
削
る
。

通
報
事
項
の
項
及
び
通
報
時
間
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

通

報

事

項

浜
寺
航
路
、
堺
航
路
、
内
港
航
路
及
び
安
治
川
航
路
（
そ
れ
ぞ
れ
港
則
法
施
行
規
則
（
昭

和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）別
表
第
二
に
掲
げ
る
阪

神
港
の
浜
寺
航
路
、
堺
航
路
、
内
港
航
路
及
び
安
治
川
航
路
を
い
う
。）並
び
に
阪
神
港
堺

泉
北
区
及
び
大
阪
区（
そ
れ
ぞ
れ
規
則
別
表
第
一
に
掲
げ
る
阪
神
港
の
区
域
を
い
う
。）（
以

下
「
港
内
」
と
い
う
。）に
お
け
る
次
の
事
項

一

航
行
船
舶
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
海
難
等
の
内
容
及
び
そ
れ
に
対
す
る
措

置
の
状
況

二

船
舶
の
交
通
の
制
限
又
は
禁
止
の
状
況

三

航
路
標
識
の
異
常
の
状
況

四

航
行
船
舶
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
事
若
し
く
は
作
業
又
は
航
路
障
害
物

の
状
況

五

そ
の
他
船
舶
の
航
行
の
安
全
上
必
要
な
事
項

通

報

時

間

適
時

記
事
の
項
第
一
号
中
「
通
報
時
間
」
を
「
通
報
容
量
」
に
改
め
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
四
十
九
号

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
阪
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る

告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

大
阪
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
大
阪
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
阪
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
六
十
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
又
は
海
岸
局
識
別
の
項
通
報
用
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

通

報

用

〇
〇
四
三
一
〇
五
〇
五
（
大
阪
北
港
送
受
信
所
）

〇
〇
四
三
一
〇
五
〇
六
（
江
埼
送
受
信
所
）

通
報
に
使
用
す
る
用
語
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

通
報
又
は
通
信
に
使
用

す
る
用
語

一

無
線
電
話
に
よ
る
場
合

日
本
語

二

船
舶
自
動
識
別
装
置
に
よ
る
場
合

英
語
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